
このエクセルファイルは5ページで構成されています。最初の3枚（申請人作成用 1,2,3）は、この例に従って記入してください。
残りの2枚は、大学で使用するため、記入しないでください。変更・削除せず、5枚全部をお送りください。
過去にCOEが不合格になったことがある方は事前にKUISにお知らせください。

写真はここに貼らずに別途提出してください。

[8]自国の住所を詳細に記入してください。マン

ション等は部屋番等まで記入。

[5]出生地の国、都市名[3] パスポートに記載されているアルファベット
のフルネームを大文字で記入してください.

[19] [20] [21]

"はい "または "いいえ "に必ず○をつけてくだ
さい。

[16]査証（ビザ）の申請は、各国の最寄りの日本

領事館・大使館で行ってください。

[14]在籍期間は4年間ですが、申請通りに許可が
出ない可能性があります。

[17]来日回数を記入してください。

来日経験のある方は、来日記録を全てご提出い
ただく必要があります。
ここには訪日回数の合計を記入してください。
パスポートの入国・出国スタンプのあるページ
全てを提出してください。

[17]直近の入国・出国日を正確に記入してくださ

い。
記録内容が不正確な場合、COEは発行されません。

重要!
ここに表示されているのと同じ順番で、ア

ルファベットで名前を記入してください。

[18] COE申請歴がある場合は、「有」に○をつけ、

発行回数を記入してください。

[18]過去にCOEが却下された履歴がある場合、そ

の回数を記入してください。
また、不交付歴がある場合は、必ず事前に大学
に連絡をしてください。

日本に家族や同居人がいない場合は、「なし」ま
たは「該当なし」と記入してください。
家族、親戚が日本に滞在している場合は、全員に
ついて記入してください。



[23]通算12年以上の教育期間を有すること。 [24]高等学校等に在籍中の場合は、■在学中、

■高等学校を選択し、在籍校の名称と卒業予定

日を記入してください。

既卒の場合は、■卒業、■高等学校、など該当

する機関を選択し、学校の名称と卒業日を記入

してください。

日本語を学習した機関、学習期間、総時間をお
書きください。

[26]合格した日本語能力試験の試験結果または

日本留学試験のスコアについて書いてください。

28-(１) 

経費支弁者は、経費支弁書に記載した方と同一人
物であることが必要です。

①支弁者氏名：提出する銀行残高証明書の口座名
義人と同一であること。

②住所 詳細な住所および電話番号

③職業（勤務先の名称）職業、会社名、電話番号
自営業の場合は、事業内容を記入してください。
例：: 飲食店経営／×××レストラン
農家／果樹園

④年収 年収を日本円に換算し、レートも記入し
てください。

28-(1) 1ヶ月に負担する金額を記入してください。

28-(2) 次のように記入してください。
①申請人本人
②③（空欄）
④最新の銀行残高を、為替レートを用いて以下の
通り修正し、日本円で銀行残高を記入してくださ
い。
銀行残高 銀行残高（日本円に換算）
年収

必ずご自身の口座の公的な残高証明書を提出して
ください。

[28]重要!!!

ここに記載される支弁者の情報および月々の支援
額は、経費支弁書の内容と一致する必要がありま
す。金額、支弁者氏名などを経費支弁書の内容と
一致するように記入してください。
銀行残高証明書の提出
◆銀行残高証明書は、ここに記載された経費支弁
者の正式な銀行残高証明書を提出してください。

留学生本人と自国の家族からの支援の両方の場合
は、本人負担と在外経費皮弁者負担を両方を記入
してください。
また、その場合は、銀行残高証明もそれぞれ提出
が必要です。

在外経費支弁者負担の場合

本人負担の場合

[25]大学入学前の過去5年間の職歴および学歴

（高校を含む）がある場合はすべて記入してく

ださい。



28-(2)経費支弁者に記入した方との関係を選択して

ください。

セクション２９以降は記入しないでください。
署名もする必要はありません。


